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1. はじめに 

北九州空港は、大型貨物機の長距離運航を可能とするため、現行の滑走路長 2,500m を 3,000m
に整備延長する要請が関係する自治体等からなされています。このため、国は令和 2 年度に北九

州空港の滑走路延長を検討する調査を決定しました。 
滑走路延長に向けた施設計画段階の検討において、関係地方公共団体（福岡県、北九州市、苅

田町）と国（九州地方整備局および大阪航空局）は、連携・協力して、「北九州空港施設計画検討

協議会」を組織し、パブリック・インボルブメント（略名：PI）の手法を取り入れた調査・検討

を進めてまいりました。 
本書は、施設計画段階の検討結果及び PI 等意見募集の結果を総括して、北九州空港の滑走路延

長計画に関する考え方をとりまとめたものです。 
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2. 滑走路延長計画の策定プロセス 

2.1. 滑走路延長計画の策定方法 

北九州空港の滑走路延長計画は、施設計画の検討段階でみなさまからの意見を反映できるパブ

リック・インボルブメント（以下、「ＰＩ」という）の手法を取り入れて策定しました。 
滑走路延長計画に対する幅広い合意形成を図るため、ＰＩの手続きにおいて、約 1 か月にわた

り、滑走路延長計画の内容を記した「ＰＩレポート」の公表による情報の提供と計画案に対する

意見を募集する活動（以下、「ＰＩ活動」という）を実施しました。ＰＩ活動で寄せられた意見に

ついては、計画案への反映の検討を実施しました。 
※ＰＩの実施結果につきましては、ＰＩ実施記録（令和 3 年 11 月）をご参照ください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                             
                               PI レポート 

2.2. 客観性、透明性の確保 

北九州空港の滑走路延長計画に係るパブリック・インボルブメントは、透明性、客観性の確保・

向上の観点から、学識経験者や有識者等で構成される北九州空港施設計画段階ＰＩ評価委員会（以

下「ＰＩ評価委員会」という）を設置し、助言・評価を受けながら実施しました。 
ＰＩ評価委員会は合計 3 回開催され、令和 3 年 10 月 18 日に開催された第 3 回ＰＩ評価委員会

において、北九州空港滑走路延長計画に関するＰＩ活動は適切に実施されたと評価されました。 

 

意見反映の検討

ＰＩ意見の集約

北九州空港滑走路延長計画（案）の検討

ＰＩ実施記録の公表

ＰＩ目標達成の判断

ＰＩの実施

北九州空港滑走路延長計画の策定

計画内容の情報提供
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3. 施設計画段階の検討内容 

3.1. 滑走路延長の必要性 

（1） 長距離貨物専用便の商用運航に必要な滑走路長の不足 
北九州空港は深夜・早朝時間帯も利用できる海上空港であることから、これまでも貨物専

用機に利用されてきました。しかし、長距離路線では滑走路長が 2,500ｍと短いために航空

機に搭載可能な貨物量に制約が生じるといった課題があり、航空会社は、別の空港を選択す

ることがありました。 
北九州空港は背後圏に貨物があるにも関わらず、滑走路長が 2,500ｍであるために、貨物

定期便や貨物チャーター便の就航機会を逸失している状況にあり、先ず、長距離貨物専用便

の商用運航に必要な滑走路長を整備する必要があると考えました。 
 
（2） 国際航空貨物の利用に関する背後圏企業の不利益の解消 

北九州空港の背後圏を発着とする北米・欧州との輸出入航空貨物は、近傍の空港に北米・

欧州を結ぶ貨物定期便が就航していないため、遠方の空港を利用している実態があります。 
国際航空貨物動態調査を用いて北九州空港の背後圏にあたる九州・西中国地域内におけ

る北米・欧州との航空貨物の輸出入空港をみると、北米では輸出の約 8 割、輸入の約 8 割、

欧州では輸出の 9 割、輸入の 5 割は、成田・羽田・関西など遠方の空港を利用しているこ

とがわかります。 
九州・西中国地域内に立地する企業は、国際航空貨物の輸送時間、輸送費用に不利な状況

で活動しているといえ、北九州空港から航空物流ルートを新たに形成することで、国際航空

貨物の利用に関する効率性を高める必要があると考えました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

■荷主が成田国際空港を利用する場合の例 
九州の工場から製品を成田国際空港まで陸送して輸出する場合、北九州空港までの陸送と

比較して輸送料金は約 6 倍、輸送時間は約 12 倍、走行距離にして約 14 倍の損失です。 
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3.2. 滑走路延長の効果 

（1） 長距離貨物専用便の就航 
滑走路が延長されることにより、これまで直行便が就航できなかった北米・欧州への貨物

定期便の就航が可能となります。 
輸出貨物には、半導体製造装置、半導体材料、電子部品、精密機器やその消耗品など、輸

入貨物では、自動車部品、食料品、衣類などが想定されます。また、アジアと北米・欧州の

航空貨物市場は、今後も拡大することが予想されます。 
 
 
 
 
 
 
 
（2） チャーター便の就航機会の拡大 

滑走路が延長されれば、これまで滑走路が 2,500ｍであるため他空港に逸失していた大

型重量物（火力発電用タービンなど）を搭載するチャーター便の北九州空港での商用運航

も可能になります。 
輸送手段の選択肢が広がることで、陸上輸送費用の軽減や輸送時間の短縮を図ることが

でき、背後圏企業にとって、より効率的で経済的な貨物輸送が可能となります。 
 
（3） 地域経済等への波及効果 

北米・欧州との物流の速達性の向上や輸送中の破損リスクの低減等による航空貨物輸送

の利便性と質の向上は、背後圏の産業の国際競争力の向上に寄与します。 
荷主企業の業績があがると、その関連企業や物流関連企業の業績も良くなり、地域全体

の経済が活性化し雇用も拡大することが期待されます。また、物流ルートの選択肢が増え

て便利になり、地域の魅力が高まることで、空港島やその周辺に新たな企業の立地や産業

の集積が期待されます。 
また、北九州空港の滑走路延長は、陸上輸送を担うトラックドライバーの労働環境の改

善や、物流ルートの代替性の確保による BCP 機能の強化など多岐にわたる効果が期待さ

れます。 
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3.3. 周辺への影響 

（1） 航空機騒音範囲の変化 
滑走路延長事業を行うことによる航空機騒音予測範囲の広がりを検討しました。その前

提条件として、将来の発着回数は約 2.4 万回を見込んでおり、これは、コロナ前の 2019 年

度の実績値 1.9 万回の 1.26 倍に相当します。 
航空機騒音の影響範囲は、航空機の大型化や多頻度化すると、北側や東西方向にも航空機

騒音の影響が拡大傾向にありますが、滑走路延長後においても、「航空機騒音に係る環境基

準（環境省告示）」の、住宅地域における基準値である Lden57 デシベルは、概略検討によ

り海上に収まることを確認しています。なお、航空機騒音が周辺地域に与える影響の詳細に

ついては、別途実施中の環境アセスメントにより評価し、対応策を検討します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（2） 周辺航路等への高さ制限の影響 

空港には、離着陸する航空機が安全に飛行できるように、建物等障害物のない一定の空間

を確保するため制限表面（進入表面、転移表面、水平表面）が設定されています。滑走路を

南側へ延長すると、進入表面の範囲も移動し、空港の南側に位置する苅田港航路の高さ制限

がこれまでより低くなりますが、苅田港を出入りする最大船舶において、航行に影響がない

ことを確認しました。なお、進入表面を超える高さの船舶が航行する場合には、航空機の運

航と調整を図ります。 
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（3） 周辺自然環境への影響 
滑走路の延長整備による周辺自然環境への影響は、環境保全の観点から国が環境アセス

メントの手続きを進めています。令和 3 年 3 月に北九州空港滑走路延長事業に係る計画段

階環境影響配慮書を、同年 8 月に方法書を公表しています。今後、滑走路の延長計画を環境

の観点から評価することになります。 
なお、令和 3 年 3 月の配慮書の段階では、滑走路の延長方向について「海上に滑走路等

の構造物を整備する北側延長案に比べ、島内に滑走路等の構造物を整備する南側延長案は、

潮流の変化がなく、水質や動物（海生）の生育環境への影響が生じる可能性がほとんどない

こと、また、動物（陸生）である鳥類の飛翔高度、航空機の着陸地点の変化などが北側延長

案と同様の状況となり、鳥類への影響（バードストライク）も同程度と考えられることから、

南側延長案が優位である」と評価されています。 
 

3.4. 滑走路延長計画 

（1） 滑走路延長計画の概要 
滑走路延長の「必要性」、「効果」、「影響」を踏まえて滑走路延長計画を整理しました。 

 
 
【計画平面図及び整備概要】 

 
 
 
 
 
 

※3,000m を超える滑走路を整備するためには、進入灯等の海上整備が必要となり、環境アセスメントの手続き

や関係者調整に多くの時間を要するため、早期整備が困難となるとともに整備費用が大幅に増加します。 

 

 

  

 

 

【注１】今後の詳細検討において変更の可能性があります。 

        【注２】工事着手までには新規事業採択や環境アセスメントなどの手続きが必要です。 

滑走路延長 

諸 元 

滑走路延長の方向 南側に 500m 延長 

延長後の滑走路形状 延長：3,000m 幅：60m 

工事着手後の工事期間 約４年【注１】【注２】 

概算事業費  約 130 億円【注１】 

・北九州空港から北米・欧州への貨物直行便を商用運航するために必要な 
滑走路長『3,000m』を確保するため、滑走路を 500m 延長します。 

・滑走路の延長方向は、自然環境等への影響を考慮して、新たに海域の 
埋立が必要ない『南側』とします。 
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（2） 施設配置計画の内容 
滑走路延長計画では、滑走路・誘導路などの基本施設に加えて、航空灯火、ILS 施設など

を整備します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

3.5. 工程計画 

滑走路延長工事は、24 時間空港である北九州空港を利用する航空機への影響を極力避けるため、

夜間の限られた時間で実施する計画としています。そのため、１日の施工時間は極めて短くなり、

施工期間も約４年を見込んでいます。 
滑走路供用開始までの全体工程については、並行して実施している環境アセスメントの完了時

期や事業採択後の事業着手時期が未定のため、確定はできませんが、早期の供用開始に向け各種

手続きを進めてまいります。 
 
 
 
 
 
 
 

4. おわりに 

北九州空港滑走路延長計画における施設計画段階のＰＩでは、多くの方からご意見を頂き、誠

にありがとうございました。今後、事業がより効率的かつ自然環境への影響に配慮した事業とな

るよう検討を進め、北九州空港の滑走路長 3,000ｍ化の早期実現を目指してまいります。 


